


























































































内容について 40 分間の口頭発表を行ったのち、20 分間の質疑応答が行われた。口頭発表、
および質疑応答の内容は、最終試験に出席した教授会メンバー全員から合格の判定を受け
た。 
以上を鑑み、主査、および副査はモハマット・モシュール・ラーマン君から申請され
た学位申請論文が学位授与にふさわしいと判断した。 
 
 
